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中国都市部の福祉分野で活動している NGO の状況を把握するために、2013年 8月 20日～





根 NGO を調査した際、障害者支援をおこなっている NGO の主任と面会し北京市内の草の根
NGO の調査に関する目的、内容、倫理的配慮について説明をおこなった。そこで主任に対して
調査に協力していただけるいくつかの NGO の紹介を依頼した。その結果、2013年 2月に主任
から障害児・障害者を支援している NGO、知的障害者の親の会の NGO、出稼ぎ労働者を支援
する NGO、高齢者の心のケアをおこなっている NGO を紹介していただいた。そして、2013
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調査対象の NGO の主任から同意を得るとともに 8月の調査についても承諾をいただいた。
4．発足し始めた福祉 NGO 組織
筆者は、2012年に北京市で NGO の活動を始めようと準備している A さんについて聞き取り
調査をおこなったが（5）、本年は、その後、A さんの活動がどのように展開しているかその様子
を調査した。


































Y 組織の組織図を図 2に示した。組織のトップである理事会の下、執行役員が 3人いる。下
部組織は、組織内の事業をおこなう組織として、①事務所（人材、財務、組織管理）は、組織の
図 1 Y 組織の活動理念※）
※）中国の Y 組織活動理念の図から筆者が作図した。図中の CE は Conductive Education
（脳性まひ者への専門のリハビリテーションの 1つ）の略である。










2012年に NGO の登録をしてから 1年後に確実に活動を実行している A さんは、今後の活動
については、コミュニティの中で人々の需要にすぐに対応できるような活動をしていきたいと述
べた。そのために、まず他の福祉関係の NGO との連携が必要と話した。A さんの話では、現

































でまなかっているのが現状である。筆者は 2012年に A さんにインタビューをした際に、活動
資金はどうするのかと尋ねた。そのときも A さんは、自己資金を充てる予定と述べ、キリスト
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図 3 X 組織のある城中村
（４８）
店、食堂、自転車修理などの店が多く連なっており、出稼ぎ労働者が興した商売である。



















図 4 NGO の概観



















































これまで 2つの NGO 組織の活動を概観してきた。1つは知的障害児・者、脳性まひの人、認
知症高齢者など主に脳に疾患を抱えている人と、その家族を支援するために活動を興した Y 組
図 5 出稼ぎ労働者の子女のための小学校
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織。そして、出稼ぎ労働者の子女の支援をするために、海外のからの支援を受けて立ち上がった
X 組織である。これらの NGO はそれぞれ支援する対象者、支援方法、活動内容、そして活動
理念や目的もことなるため、2つの組織を単純に比較することはできない。しかし、筆者はこれ














に必要な資金の確保は最も頭を悩ませるところである。今回報告した 2つの NGO においては、
Y 組織は NGO を立ち上げた A さんの自己資金によって運営をしている。そして A さんがキリ
スト教徒であることから、そこから少しの寄付はあるが、それでも資金を確保し続けない限り継
続的な運営は困難である。このことは、福祉 NGO に限ったことではない。李ら（13）によれば、
































本稿で取り上げた 2つの NGO の事例では、コミュニティにおける支援が必要な人々を対象
に事業を展開していた。Y 組織は、まさにこれからコミュニティで活動が始まるところである。
また、X 組織についても「城中村」と呼ばれるコミュニティで活動をおこなっている。そこで、











































⑸ 詳しくは、拙論（2012）「中国都市部の草の根 NGO による障害児支援活動」『大阪大谷教育研究』第
38号．を参照のこと。
⑹ 中国の草の根 NGO の分類と内容については、拙論（2009）「中国の非営利組織に関する研究－定義
と実践活動－」『三重中京大学短期大学部論叢』第 47号，29−39．を参照のこと。












⑿ 前掲⑹や拙論（2010）「中国都市部の草の根 NGO による高齢者支援活動」『三重中京大学短期大学部
論叢』第 48号，21−35．など。





⒄ 拙論（2011）「中国都市部における草の根 NGO の地域福祉活動に関する研究」『高知学園短期大学紀
要』第 42号，75−85.
⒅ 知的障害者の支援をおこなっている NGO「慧 智障人士服務機構」、知的障害者の親の会の NGO
「北京融愛融楽心智障碍者家長組合」、高齢者の心のケアをおこなっているボランティア組織「北京十
方縁老人心 呵中心」などである。
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